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河
川
の「
出
水
期
」に『
備
え
』ま
し
ょ
う
！

　

市
で
は
、
10
年
ぶ
り
に
防
災
マ

ッ
プ
を
更
新
し
ま
し
た
。
新
た
な

防
災
マ
ッ
プ
を
活
用
し
て
、
自
分

の
住
ん
で
い
る
場
所
の
災
害
リ
ス

ク
を
確
認
し
、
自
分
が
指
定
緊
急

避
難
場
所
な
ど
に「
逃
げ
る
人
」

な
の
か
自
宅
の
2
階
以
上
に「
留と
ど

ま
る
人
」な
の
か
を
区
分
し
ま
し

ょ
う
。
そ
し
て
、「
逃
げ
る
人
」は
、

ど
こ
に
逃
げ
る
か
を
あ
ら
か
じ
め

決
め
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
、
自
分
は
ど

う
す
べ
き
か
、
日
頃
か
ら
イ
メ
ー

ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

河
川
の
排
水
ポ
ン
プ
を

　
　
停
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　

円
山
川
の
水
位（
立
野
水
位
観

測
所
）が
7
・
16
ｍ
を
超
え
、
さ

ら
に
上
昇
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
、

堤
防
の
決
壊
を
防
ぐ
た
め
、
排
水

ポ
ン
プ
を
停
止
し
ま
す
。
そ
の
後
、

内
水
位
が
一
気
に
上
昇
し
ま
す
。

出
水
期
に『
備
え
る
』た
め
の

　
　
　
　
　
　
大
切
な
ポ
イ
ン
ト

▼
防
災
情
報
を
確
認

　

市
内
の
気
象
情
報
や
雨
量
情
報
、

河
川
の
水
位
情
報
な
ど
自
ら
進
ん

で
入
手
し
て
く
だ
さ
い
。

○
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ　

台
風
な
ど

の
進
路
予
測
、
気
象
予
報
・
警

報
な
ど
が
入
手
で
き
ま
す
。
テ

レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送
が
便
利
で

す（
リ
モ
コ
ン
の
d
ボ
タ
ン
）。

○
防
災
行
政
無
線
放
送　

台
風
情

報
や
市
内
の
主
な
河
川
の
水
位

情
報
、
避
難
勧
告
等
の
発
令
情

報
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

聴
覚
障
害
の
あ
る
方
に
は
、
フ

新
た
な
防
災
マ
ッ
プ
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
！

　

今
年
も
河
川
の
出
水
期
を
迎
え
ま
し
た
。
円
山
川
の
下
流
に
位
置
す

る
豊
岡
盆
地
周
辺
は
緩
や
か
な
勾
配
の
た
め
、
氾
濫
が
非
常
に
起
き
や

す
い
地
形
で
す
。
ま
た
、
局
地
的
で
短
時
間
に
猛
烈
な
雨
が
降
る
〝
ゲ

リ
ラ
豪
雨
〞
に
よ
り
、
土
砂
災
害
が
起
こ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め「
自
分
た
ち
の
命
は
自
分
た
ち
で
守

る
」と
い
う
心
構
え
と
日
頃
か
ら
の
準
備
、
そ
し
て
家
庭
や
地
域
で
の
連

携
と
助
け
合
い
を
、
ぜ
ひ
、
お
願
い
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
防
災
課
☎
23

－

1
1
1
1

少
し
で
も
危
険
を
感
じ
た
ら
早
め
に
避
難
を

台風などの接近時に、河川や田畑の様子を見に行くことは大変危険です。
絶対にしないでください。注意！！

河川水位の危険度レベルと避難情報

皆さんの行動

避難するときは、水や食料、
防寒着などを自分で持って
行くんじゃよ!!

避難情報の基準となる立野水位観測所（例）の水位

⬅堤防高（8.66m）
危険が迫っています。
直ちに避難を終了してください。

避難を開始してください。

避難の準備を始めてください。
避難に時間を要する方（災害時要援護
者）は、避難を開始してください。

避難指示（緊急）

避難勧告
避難準備・

高齢者等避難開始

水防団待機
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▼
指
定
緊
急
避
難
場
所
を
確
認

　

市
の
指
定
緊
急
避
難
場
所
に

「
災
害
時
避
難
所
標
示
板
」を
設
置

し
て
い
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
、
市

防
災
マ
ッ
プ
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
、
最
寄
り
の
指
定
緊
急
避
難
場

所
を
確
認
し
、
実
際
に
避
難
経
路

を
歩
い
て
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
避
難
が
遅
れ
た
と
き
は
、
建
物

　

の
2
階
以
上
へ
!

　

夜
間
や
激
し
い
降
雨
時
、
道
路

冠
水
時
な
ど
、
避
難
経
路
上
の
安

全
が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
、
指

定
緊
急
避
難
場
所
へ
の
移
動
は
極

力
避
け
、
自
宅
等
の
2
階
以
上
に

緊
急
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
に
協

　

力
し
て
く
だ
さ
い

　

災
害
時
の
避
難
に
お
い
て
、
特

に
支
援
が
必
要
な
方（
災
害
時
要

援
護
者
）は
、
地
域
支
援
者（
区
や

自
主
防
災
組
織
の
役
員
、
消
防
団

な
ど
）に
個
人
情
報
を
提
供
す
る

こ
と
に
同
意
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
み
ん
な
で
協
力
し
、
安
否

確
認
や
避
難
の
呼
び
掛
け
を
行
う

な
ど
、
積
極
的
な
支
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

土
砂
災
害
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　

出
水
期
に
は
、
集
中
豪
雨
や
台

風
な
ど
の
影
響
で
、
山
間
部
な
ど

で
は「
崖
崩
れ
」「
土
石
流
」「
地
す

べ
り
」が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
少
し
で
も
異
変
を
感
じ
た
ら
、

す
ぐ
に
自
主
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

土
砂
災
害
の
前
兆
現
象
の
例

○
急
に
川
の
水
が
濁
る
。

○
裏
山
か
ら
の
変
な
音
や
土
く
さ

い
に
お
い
が
す
る
。

○
崖
か
ら
小
石
が
落
ち
る
。

○
崖
の
亀
裂
か
ら
水
が
噴
き
出
す
。

と
よ
お
か
防
災
ネ
ッ
ト
に
登
録
し

て
く
だ
さ
い
！

　

と
よ
お
か
防
災
ネ
ッ
ト
の
携
帯

電
話
メ
ー
ル
に
登
録
す
る
と
、
避

難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
や

避
難
勧
告
、
避
難
指
示（
緊
急
）な

ど
の
防
災
情
報
メ
ー
ル
が
携
帯
電

話
へ
配
信
さ
れ
ま
す
。
屋
外
や
車

の
中
に
い
て
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

避
難
に
関
す
る
情
報
が
入
手
で
き

ま
す
。

登
録
方
法

①toyooka@
bosai.net 

宛
て
に

空
メ
ー
ル
を
送
信

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
は
、
下
記

Q
R
コ
ー
ド
を
読

み
取
り
、
空
メ
ー
ル
を
送
信
し

て
く
だ
さ
い
。

②
空
メ
ー
ル
を
送
る
と
、
間
も
な

く
返
信
メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
。

ァ
ク
ス
で
放
送
内
容
を
お
知
ら

せ
し
ま
す（
要
申
込
み
）。

○
と
よ
お
か
防
災
ネ
ッ
ト　

登
録

す
る
と
、
携
帯
電
話
に
災
害
時

の
防
災
行
政
無
線
放
送
の
内
容

な
ど
が
届
き
ま
す
。
登
録
方
法

は
下
記
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

※
防
災
情
報
は
、
国
土
交
通
省
や

気
象
庁
、
県
、
市
な
ど
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま

す
。

▼
非
常
持
ち
出
し
品
を
準
備

　

災
害
時
、
指
定
緊
急
避
難
場
所

に
避
難
す
る
と
き
の
た
め
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
1
本
、
食
料
1
〜
2
食

分
、
防
寒
具
な
ど
の
非
常
持
ち
出

し
品
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

各
家
庭
で
、
3
日
分
以
上
を
目
安

に
飲
料
水
や
食
料
、
生
活
必
需
品

を
備
蓄
し
た
り
、
食
料
等
を
ロ
ー

リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク（
日
常
的
に
非

常
食
を
食
べ
、
食
べ
た
ら
買
い
足

す
行
為
を

繰
り
返
し
、

常
に
家
庭

に
新
し
い

非
常
食
を

備
蓄
）す
る

な
ど
、
日

頃
か
ら
準

備
し
て
く

だ
さ
い
。

安 全 確 保 行 動
　防災行政無線で、全国瞬時警報システム（Jアラー
ト）の訓練放送を実施します。各家庭などの戸別受
信機と屋外拡声器から、最大音量で次の内容が一斉
に放送されます。
　市民の皆さんは、戸別受信機の受信状況と、緊急
地震速報を見聞きしたときの安全確保行動を確認し
てください。

　Ｊアラートの報知音などの合図が発せられたら、
その場で約１分間安全確保行動を取ってください。

７月５日（水）午前10時15分ごろ
対象　豊岡市全域

①まず低く　上からの落下物を避けられる場所で低
い姿勢を取ります。
②頭を守り　落下物や飛来物から頭を守れるよう、
机などの下に避難したり腕で頭を守ります。
③動かない　１分間はじっと動かないでいます。机
などの下では机などが移動しないように、しっか
りと脚をつかみます。放

送
内
容

▼上り４音チャイム
　（緊急地震速報チャイム音）
▼これは、訓練です。地震です。地震です。
落ち着いて、ただちに身を守る行動を
取ってください。（３回）

▼下り４音チャイム

※気象・地震活動の状況などで、訓練用の緊急地震
速報の放送を中止することがあります。

防災行政無線から
全国瞬時警報システムの訓練放送


